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森への立ち入り禁止指導（入林許可が得られない）が行われ、多くの野外活動（下草刈
りや樹高測定·樹種同定作業の 一 部）が出来な くなって しまいま した。 さらに第一 苗畑
の活用や第2苗畑への関与、さらにはたねを拾って苗にする活動は 、 台風跡地の再生が
進み新たな植林スペースがなくなったことから、これらの活動を終了することになりま
した。これからはすでに植樹した「のぼぼの森Jの苗木の成長を見守り、親察する保育
活動に注力します。

一方、人々との連携活動に関しては 、 環境活動情報ネ ッ トワー クの一 つである北海道
市民活動ネットワーク（略称「きたネット」）総会でデビュ ー をはた し、 ネ ッ トワー ク
，，多くの会員に情報発信をおこないました。また例年のごとく 「森一 周 ウオー キングJ
や「活動報告・公開セミナ ー 」 を行 い森 に関心を持つ多 くの人 との交流 を深 めま した。

これからも［野幌森クラブJは、会員個々の事情（体カ・気カ・時間など）に合わせ
て、 楽 しみつつ活動を行 う 「ス ロー ・ポランテ ィア」を続 けていきたい と思っています．

「慌てず 4焦らず ・諦めずJ をモ ッ トーに活動 を続 けて まい ります ので、関係各位 の方 々
の一 層 のご理解 とご支援 ・ご協力、そ して多 くの方々の ご参加 をお願 い、お待 ち申 し上
げております．
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2 .  2019年度活動結果（表2)
表 2 . 2019年度活動結果

各種活動
14日（日） 「第1苗畑」標示木の冬囲い撤去 2名

4 月 22日（月） 「のぼぼの森J第1回樹高測定、 越冬被害調査 8名
4月例会 7名

5 月 7日（火） fのぽぽの森」第2回樹高測定 、 越冬被害調査 7名
5月例会 5名

9日（木） 「のぽぽの森」第3回樹高測定、 越冬被害調査 4名
12日（日） 春の10kmウォー キング 市民20名 、 会員 6 名

6 月 17日｛月） 6月例会 5名
「のぽぽの森J下草刈り中止 ピグマ出没

22日（士） 北ネット総会•発表会 尾縞代表活動紹介 2名
7 月 16日（火） 7月例会 6名

r(/)ぽぽの森J 下草刈 り中，lk ヒグマ停留
8 月 10日（士） r(J)ぽぽの森」雑草繁茂状況の確認 2名

26日（月） 8月例会 6名
r(J)ぽぽの森」下草刈 り中止 ヒグマ再出没， 月 9日（月） 9月例会 5名
fのぽぽの森J下草刈り中止 入林不許可

17日依） 「I/)ぽぽの森」状況調査 2名
1 0 月 7日（月） 10月例会 5名

第1苗畑標示木搬出 、 「のぽぽの森j 倒伏 トドマツ処理
樹種・樹高調査延期

13日｛日） 秋の10kmウオーキング 市民10名 、 会員 5名
1 1 月 12日（火） 11月例会 第1回活動報告害作成編集 5名

「のぽぼの森」樹種・樹高調査 中止
1 2 月 2日（月） 12月例会第2回活動報告書作成編集 9名

忘年会 9名
1 月 21日（月） 1月例会第3回活動報告書作成緬集 5名

2 月 14日（金） 令和冗年度野幌森林再生活動連絡会 2名
24日（月） 2月例会第4回活動報告書作成編集 6名

3 月 16日（日） 総会・3月例会
公開活動報告会と公開セミナー（一 般公募） 中止
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2 ) 第 2 苗 畑
10月7日（月）午前 、 会員 5 名は第 1苗畑か ら第 2 苗畑に移動 して、軽 トラ ックで
運ばれた様示木をふれあいセンタ ー が指定する第 2 苗畑隣接地に降ろ した。

雑草が繁茂する指定場所に据え置く
これをもって、第2苗畑の活動は終了した。なお、今後の第2苗畑管理はふれあい
推進センターで行うことが 9 月 20 日に現岡本所長 との面談で確認 されてい る。

3)「のぼぼの森」
本活動は石狩森林管理署との野幌森林公園再生事業に関する5年間の団体活動協
定 (2023. 3まで）に基づいて行っている。

① 第1回樹高測定 、 越冬被害調査
4月 22 日は晴天 ・無風 、 久 しぶ りに清消 しい大気の下で 9 : 20 か ら2 時間 、 会員
8名が集合して昨年実施できなかった樹高測定と樹木越冬被害調査を行なった。開
始前に山本特命担当から作業手順の説明があり、南側を3班に分かれて箱尺を使い、
また 一 部は 目測で実施 した。越冬被害は野 ウサギによる食害が顕著で、また雪圧 に
よる幹折れや枝折れ、枯死、樹木番号落下が多くみられた。

山本会員の作業手順を聞く会員 箱尺による実測のデモンストレーション
② 第2回樹高測定、越冬被害調査

今回も5月例会前9 :20 か ら会員 7 名が参加 して 「のぽぽの森」の樹高測定 と樹木
越冬被害調査を行なった。作業手順は前回と同様で、3班に分かれて南側と北側を
それぞれ測定・調査した。同日、午前7時前までの降雨で地面はぬかるみ、また作
業途中、雨がポッポツ降ってきたが、中断することなく11: 40まで行った。越冬
被害は前回と同じく多数みられた。その中で、エゾシカとエゾタヌキの糞が初めて
見つかった。今後 、これ らの動物が生活圏の一 部 として侵入す ると思われ る。なお、
クマゲラの姿はみられないものの、独特のかん高い嗚き声に癒された。
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④ 第1回下草刈り作業
6月17日（月）、6月例会前の「のぼぼの森J下草刈り作業は4日前の13日午後、
野幌森林公園と隣接する北海道情報大学キャンパスにエゾヒグマが出没したとの
報道があり、またそれ以降もいくつかの目撃情報がなされ 、 今回は石狩森林管理署
の入林注意喚起に応じて下草刈り作業を取り止めた。

大沢コ ー スの注意喚起情報 ふれあい交流館玄関前でミーティング
森林公園付近クマ目撃影響続くNHK北海道のニュ ー スで、 本 クラプの ミーテ ィン
グが放映された(2019. 6. 17)。
クマの目撃情報が相次ぐ野幌森林公園の周辺では、17日も江別市の小学校が休校す
るなど影響が続いています 。 連 日、 江別市、道警、文京台地区自治会な どは登下校
時にパトロ ー ル を行 っているが ・・・・ 。

⑤ 第 2 回 下 草 刈 り 作 業
7月16日（火） 、 残念なが ら、依然 ヒグマが居座 っているため、石狩森林管理局か
ら中鎌の借用がかなわず、今回も下草刈り作業は中止した。さて、ヒグマの採食行
動範囲と農作物および飼料用デントコーン被害が拡大し、もし牛舎に侵入したなら
ば、 射殺 されるか も しれ ない。
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⑥ 雑草繁茂状況の確認
8月初旬から野幌森林公園内のヒグマ目撃情報が途絶えた 。 それに伴 って、 ウオー

カー数と交流館訪問者が増加し始めた。そこで 、 会貝 2 名は 10 日 （士）午前、 「の
ぽぽの森Jに出かけて雑草繁茂状況を目視した．その結果 、 以前か ら侵入が確認 さ
れていたセイタカアワダチゾウが繁茂し、その他の雑草も幼若木の高さを上回って
いた 。

東1号作業道と南側植林敷地に繁茂する雑草
⑦ 第 3 回 下 草 刈 り

8月26日（月）、今回も石狩森林管理局から中鎌の借用ができず、下草刈り作業は
中止せざるを得なかった。9月5日正午頃 、 北広島市西の里地区のクマ捕獲用箱 わ
なに入ったヒグマが見つかり、同市のハンタ ー が射殺 した。雄 ヒグマの体長 はお よ
そ1.6m、体重は90kgであった。6月10日、立命館慶祥中・高校付近の市道で目
撃されて以来 、 3 ヶ月間弱、 北海道情報大学 と酪農学園大学のキャンパ スにまで出
没し 、 隣接す る農家の野菜、果物 を採食 しなが ら森林内を移動 した。なお、 9 月 13
日（金）、DNA検査から同 7 循i 体であることが確認 された。

l 
ふれあい交流館玄関前で打ち合わせ

⑧ 第 4 回 下 草 刈 り
9月9日（月） 、 例会前に予定 していた下草刈 り作業は今回 も石狩森林管理署か ら
入林許可が得られず中止した。

ヒグマ出没情報が滴杯のふれあい交流館掲示板
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の木々、野鳥、草花などを楽しみながらウオ ー キングす ることができた （会員は 6
名） 。 受付終了後の午前 9 時、 尾崎代表の開催挨拶、 吉 田会員の ウオーキングコー

ス説明と準備体操などがあり 、 大沢 口か ら元気 よく出発 した。参加者の一 人、 4 歳
の幼児が 一 生懸命歩 く姿は とても微笑ま しかった。 また、参加者 とは会話 を楽 しみ
ながら和気藤々、 PMl :30 頃全員無事 に ゴー ル した。完歩証は とて も好評であった。

悔命担当相馬会員の所戚
9時出発 13時 30 分 帰 る予定
参 加 者 2 0 名 会 員 6 名 計 2 6 名
桂コ ー スを行 くことに。エンレイ ソウや ミヤマエン レイ ソウやオオバナ ノエ ン レイ
ソウ(8種）やフクジュソウ 、 ナニ ワズな ど見なが ら歩いて行 く。そ してニ リンソ
ゥ、ミドリニリンソウを見て 、 大沢園地で 10 分休む。四季美 コー スでは ミズバ シ
ョウやヤチプキ（エゾノリュウキンカ）、 エ ゾエンゴサ ク、 ヒ トリシズカな ど、 そ
して志文別線に入る。志文別線ではツバメオモトやネコノメソウ、クルマバソウを
見て 、 カラマツコー スに原 の池で、カモのつがいを見て翌満別圃地につ く。登満別
園地で 30分 （昼食）。昼か らモ ミジコー ス、 エ ゾマ ツコー スの倒木 のため立入禁止
で基線を通って中央線に行く途中で 、 ク リの巨木 の前を通って中央線に途 中で見た
花々を堪能して 、 またザゼ ンソウ、 ヒメイチゲ、 フタ リシズカな ど見て大沢 口に。
大沢口 13時 25分到着。完歩証 を渡す

, . . 1 , . .     4 

コー ス途中、 相馬会員が参加者に説明

参加者に完歩証を手渡す吉田会員
② 秋の森 一 周 ウオー キング

10月12日（木）、伊豆半島に上陸して首都圏から東北に北上した大型台風19号は
我が国に甚大な被害をもたらした。
13 日 （日）、幸いその台風の影響はなかったが、 気温 7℃ に肌寒 さを感 じた。午前
10 時頃か ら日差 しがあ り、 ウオーキングには好条件 となった。
受付開始時刻8: 30 か ら 15 分過 ぎて も市民参加者 の姿は見当た らず、 会員 5 名は

「もしや！」と心配したが、その後 10 名がや って来た ( 1 名は途 中参加）。今回は
少人数の参加であったが 、 相馬会貝 の野生草花、 樹木の説明を熱心に聞き入 りなが
ら、ウオ ー キングを楽 しんだ。桂 コー スでは、 ヤマガラがや って来て、 エ サ食 ぺた
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報告書に稿掲載）。なお、総会・活動報告会には小山内会員も出席し

スライドで本クラブの活動経過と現況を紹介する尾崎代表
④ 2018年度活動報告会 ・公開セ ミナー

標記セミナーはふれあい交流館レクチャ ー ルー ムで PMl : 00 か ら行われ、20名が
出席した。山本会員が進行を担当し 、 最初に広報担当澤向が本年度の活動概況を報
告した。セミナーでは、ふれあいセンター大野浩司自然再生指導官が野幌自然環境
モニタリング調査状況と 2018年 9 月 5 日に来襲 した台風 21号風倒被害の実態 をス
ライドを用いて具体的に紹介した。
今回の台風がもたらした野幌森林公園の倒木被害は75haに及び（含む北広島市）、
9％の人工林がなぎ倒された。面積O.lha末滴の倒伏は放置し、それ以上は植栽、
再生作業を行うであろう。また、 2019 年度に被害実測調査、2020 年度に予算付 け、
2011 年 4 月以降に具体的な植栽活動が始まるであろ うとい う見通 しが示 され た。
大野指導官からの話題提供後に会場で活発な討論がなされ、P 駅13 : 30 に終了 した。
なお 、 「のぼぼの森 」活動は現行協定契約期間であるため、来年度 も継続 されます。

t大野浩司自然再生指導官の具体的力：説明を傾應する参加者
5) 2019 年度活動報告書編集会謡
① 第1回編集会鏃

11 月例会に引き続 き、 本年度第 1回編集会議 を行なった。広報担 当澤向は活動報告
書作成に関する準備の行程を説明し 、 次回の会議 に原案を提示す ることとした。

② 第2回編集会議
12 月例会に引き続 き、本年度第 2 回編集会識 を行 なった。事前に広報担 当澤 向が提
示した報告書（案）を協議した。指摘された欠落文意、誤入力箇所 、 必要写真等を
次回の会議までに追加することにした。
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rr.エコア ップだより （例会議事録）
1. 3月例会議事録
暉 3月10日（日） 11 :35 12 : 15 ふれあい交流館レクチャ ー ルー ム

出席者8名：宇尾（正） 、 宇尾 （由）、 小山内、 尾崎、 澤向、 相馬、 宮崎
吉田 オブザー バー ：な し （あいうえお順 、 敬称略）

3月例会前10:45から2018年度の総会を行い（出席9名成立） 、 代表の開会挨拶 （含
む林野庁長官賞受賞ほか4項目）に続き 、 大槻会員を議長 に選出、 宇尾 （由）会計担当
から本年度の会計決算報告と来年度会計予算（案） 、 宮崎会員か ら本年度会計監査報告
があり 、 すぺて承認 された。 次に 2019 度から2年間の世話人が審議 され、 庶務は宇尾

（正）会員、 森一 周 ウオー キング担当に吉田会員 を加 え、 それ以外は継続、 また蒼樹大
学およぴ江別市との連携を宮崎会員が担当することを了承した。 尾崎代表か ら今後 2年
間の活動方針と活動スクイルを含む閉会挨拶があり 、 11: 35 に無事終了 した。

I . 協 議 内 容
1 . 報 告 事 項
1)札幌エルプラザ2Fの展示は見物者から良好なコメントがあり 、 展示物 を撮影す る

市民も見られた。 コー ナー 担当者からは再度の展示を依頼 された。
2)「のぼぽの森Jの倒伏トドマツの処理に関してはふれセン大野再生指導官が雪融け

後に状況確認を行ったのちに何らかの連絡がある 。
3) 2月15日（金）の2018年度ふれセン連絡協議会に尾崎代表と相馬会員が出席し

た。 再生プロジェク トには当初加入 12 団体、 現在は 6 団体である （出席 3 団体）。

ふれセンから再生レベルは5段階の2段階に達しているとの報告があった。

2 . 巳 院 亨 項
1) 2月エ コア ップだより 修正：出席者宮崎会員は削除する
2)本クラプの資産および備品の保管先は尾崎代表から提示された表のとおりとする 。

3)これまでのfのぽぽの森J活動は記録取りまとめに向けて準備を進める 。

I l . そ の 他
1.本年度の打ち上げ会は3月27日（水I PM5 : 00から新札幌つぽ八で行う（会費

3,000円） 。 担当 ：宇尾 （正）会員
2. 4月例会は4月22日（月）とし、 「のぼぽの森J で越冬被害調査、 樹種調査 · 樹高

測定終了後、 ふれ あい交流館前で行 う。

『2018年度公開セミナー 』
標記セミナー は PM1 :00から行われ、 広報担当憚向が本年度の活動概況を報告 した

のち 、 ふれセ ン大野浩司自然再生指導官が野幌 自然環境モニタ リング調査状況 と 2018
年9月5日の台風21号風倒被害の実態が具体的に紹介された（出席者：20名 、 司会 ：
山本会員）。 話題提供後に活発な討綸があ り、 P M3 :30に終了した。

4月例会は4月22日（月）です。 9 : 00＊釈口に集合してください。
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3 .  5月例会議事録
匹 5 月 7 日 （火）12: 20 12 : 55 ふれあい交流館レクチャ ー ルー ム

出席者5名：宇尾（正）、宇尾（由）、尾崎、欅向、相馬
オプザ ー バー ：な し （あいうえお順、敬称略）

今回も5月例会前9:20から会員7名が参加して「のぼぽの森Jの樹高測定と樹木越
冬被害調査を行なった。作業手順は前回と同様で、3班に分かれて南側と北側を同時に
測定・調査した。本日、午前7時前までの降雨で地面はぬかるみ、また作業途中、雨が
ポッポツ降ってきたが 、 中断す ることな く l l : 40まで行った。越冬被害は前回と同じ
く多数見られた。その中で、エゾシカとエゾタヌキの糞が見つかり 、 今後 これ らが生活
圏の 一 部 として侵入す ると思われ る。なお、 クマ ゲラの姿は見 えないが、独特のかん浪
い鳴き声に癒された。

I ． 協離 内容
L 報 告 事 項
1) 石狩営林署木村氏およびふれセ ン大野氏か ら 「のぽぽの森J Iこ倒伏 している トドマ

ツの処理は行わないとの回答が尾崎代表にあった。
2)広報担当漏向は新年度の会員名簿(2019.4.22現在）を出席会員に配布した。
2 . 協 識 事 項
1) 3月エコアップだより 修正：下から5行目、3行目 5月7日」水L →」ムL
2)春の森一周ウオーキング 5月12日（日）
① 当日の完歩証とコ ー ス地図は吉 田会員がそれ ぞれ 30 枚準備す る。
② 出発前の準備体操とウオーキングコ ー ス説 明は吉 田会員が行 う。
® コー ス進行の担 当会員 に変更な し。
3)今回、「のぽぽの森」で測定と被害確認を終えていない樹木は5月9日（木）

9,oo か ら参加可能会員が行 う。記録Jll紙 は山本会員 か ら澤向宛てメー ル添付送信
する。調査結果記載用紙は6月例会の際 、 澤向が山本会員に渡す。

rr, その他
1)現在、会員勧誘は手応えなし。
2 ) 6月例会は6月17日（月）とし 、 その前に fのぽぽの森j で下草刈 り作業 を行 う。

尾崎代表がふれあいセンタ ー か ら中鎌 6本 を借用す る。

6月例会は旦且げ且 9 : 00大沢口に集合してください。
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5. 7月例会翠市岱 、

臣声 7 月 16 日 （火） 9 ： 05 10 : 05 ふれあい交流館レクチャ ー ルー ム

出席者6名；宇尾（正）、宇尾（由）、尾崎、澤向、相馬、宮崎
オブザ ー バー ：な し （あいうえお順 、敬称略）

今回もヒグマ出没が解消されていないため、石狩森林管理局から入林許可が得られず、
「のぼぽの森」の下草刈り作業は中止せざるを得なかった。雑草繁茂による幼若木の生

育が懸念される。

l．協議内容
1．報告事項
1) 6月22日（土）に開催された2019年度NPO法人北海道市民現境ネトワ ー ク （き

たネット）の通常総会•発表会に尾崎代表と小山内会員が出席した。尾崎代表は10
分間、本クラプのこれまでの活動概要を紹介した。また、ISBN登録の必要性を説
明し 、 あわせて本 クラプヘの人的な支援 をお願 い した。 その他、 しっちネ ッ ト、 ヒ
グマの会 、 U W ク リーン レイ ク洞爺湖が話題提供 を行 なった。

2)元酪農学圏大学宮木教授から第2苗畑の苗木を再度譲渡願いとの連絡があった。ふ
れあい推進センタ ー は話 を進 めて くだ さい とい うことであ り、 具体的 な取 り進 めは
ヒグマ出没の件が解決後に行いたいと伝えた。

2 . 協 議 事 項
1) 6月エコアップだより 修正なし
2 ) 秋 の 森 一 周 ウォー キング

次回の例会で、具体的な協議を行う。
3)第1苗畑の枠木および標示板の撤去
① 先日 、 ふれあい交流館か ら口頭で枠木お よび標示板は除雪作業 に支障 をきたす ので

撤去願いたいとの連絡があった 。

② 尾崎代表がふれあい交流館にこれは正式な要請であるかを確認する。
③ 正式要請であるならば 、 標示板 は 「のぽぽの森J に移動す る。枠木 は第 1 苗畑 の後

方に移動してよいか伺う。あるいは国有地のいずこかに移動するか。その際、宮崎
会員には軽トラックとアルミ製スライド板の提供をお願いしたい。作業はヒグマ騒
動解消後に行う。

④ 明年度 、 北海道森林管理局の野幌森林再生プ ロジェク ト計画公表 を拗案 したい。
I l . そ の 他
L 5月9日に行った「のぼぼの森Jの樹高と冬期被害調査表を山本会員に郵送する。
2 .  8月例会は8月26日（月）を予定する。当日 、 入林が可能な場合 、 「のぽぼの森 J

で下草刈り作業を行う。ふれセンから中鎌を借用する。宮崎会員はチェンソ ー を持
参する。

8月例会は8月26日1見）、です。9 : 00大沢口に集合してください。
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7. 9月例会議事録
〞 9 月 9 日 （ 月 ） 9 ： 00 10 : OO ふれあい交流館玄関前

出席者5名：宇尾（正）、宇尾（由）、尾崎、澤向、相馬

オプザーバー：なし （あいうえお頗 、敬称略）

9月例会前に予定していた「のぽぽの森Jの下草刈り作業は今回も石狩森林管理署か
ら入林許可が得られず中止した。なお、6月10日から出没していたヒグマは今月5日
正午、 北広島が設置 した捕獲用箱わなに入 り （同一 個体と判断）、直ちに射殺 された。

］．協議内容
1.報告事項

9月6日（金）午前10時、尾崎代表、宇尾（正）会員および澤向は交流館松井氏
と面談し、第1苗畑枠木および標示板の撤去について協議した。その結果、枠木の
処理は交流館に 一 任する。また、標示板は 9 月例会で最終判断 したのち、交流館に
連絡することとした。

2.巴．·.町項
1) 8月エコアップだより 修正：なし
2)秋の森一周ウオ ー キング
①10月13日（日）受付8, 30から 参加会員は8 : 15に集合する。

9 : 0 0 代 表 挨 拶 ストレッチ体操後に出発 10kmコ ー ス
②先頭：相馬、吉田 中位：宇尾（正）、宇尾（由） 後尾：澤向救護車：尾踏
③ 完歩証作成は吉田会員にお願いする。
④ 澤向は6情報媒体にウオ ー キング案内の掲載依頼を行 う。
3)「のぼぽの森」の第1回樹高・樹種調査
① 10月7日（月）例会前を予定する。
② 山本会員は測定記録紙を準備する。
③ 本クラプ所有の手鎌を持って行く。
④ 特命担当に宇尾（正）を加える。
4)第1苗畑の標示板

10月例会前 、 第 2 苗畑に運搬する （設置 ：作業道具保管小屋跡側）。 その際、 宮崎
会員には軽トラック、アルミ製スライド板 、 ロー プなどの提供をお願いする。

3 , そ の 他
① 10月例会は10月7日（月）を予定する。
② 明年3月の公開セミナ ー 講師として｀尾崎代表が 「ヒグマの会」に打診する。

10月例会は拉且 1 且ふ且L です。 9 : 00 ＊釈口に集合してください。
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9 . 11月例会鏃亭録
111月例剣11月12日（火） 10 : 00 11 : 00 ふれあい交流館レクチャ ー ルー ム

出席者5名：宇尾（正）、宇尾（由） 、 尾崎、澤向、相馬
オプザ ー バー ：な し （あいうえお順、敬称略）

冒頭、尾崎代表から体調不良のため 、 しばらくの間、 本クラプ活動に参加できなかっ
たが、第1苗畑の標示木移動、 f のぽぽの森」の倒伏 トドマツの枝等の処理、秋の森一
周ウオーキングなどが予定どおり行われたことに感謝の意があった。

1.報告事項
尾崎代表から 、 12月 1 日 （日）10 , 00 17 , 30、札幌エルプラザ 2F 環境研修室で

「人と野生生物の距離Jに関するきたネットフォ ー ラム2019 が開催 される旨の紹
介があった。本会員は参加費1,000円である。

I l .協議内容
1 . 秋 の 森 一 周 ウオー キング (IO月 13 日）の反省
1) 一 般市民 10名、 会員 5 名が参加 した。開催案内はまんまる新聞に掲載 されたが、

残念ながら北海道新聞は取り扱わなかった。
2)事前の傷害保険を掛け忘れたので、今回は自由意志参加とし 、 参加者名簿は作成 し

なかった。
3)救護車は宇尾（正）会員と宇尾（由）会員が担当した。
4)今回も完歩証は好評であった。次回から野生草花名を記入したい。
2. 今年度の活動報告会と公開セミナ ー

1) 2020年3月15日（日）にふれあい交流館レクチャ ー ルー ムで行 う （仮予約済）。
2)当日のスケジュ ー ルは例年 どお りとする。
3)ふれあい交流館に後援をお願いする。今月中に正式返答をいただく。
4 ) セ ミ ナ ー の話題提供者については、尾崎代表がヒグマの会事務局と折衝 している。

持続する共生の森の観点から、都市近郊に生息するヒグマの位置づけを講演してい
ただければ・・・。

3.今年度活動報告書の作成準備
1)広報担当澤向が目次（案）を提示した。
2 ) 森 一 周 ウオー キング参加会員には一 言感想記事を執筆願いたい。
3)確認事項 山本会員；2018年度植樹木の越冬被害調査表および樹種・樹高調査表

（エクセル、A4)作成 、 宮崎 • 吉田会員 ：3 月 10 日公開セ ミナーの写真撮影、8 '
9月例会の写真撮影は、尾埼代表：きたネット通常総会本クラプ紹介の写真

4)原稿締め切りは1月例会までとしたい。
頂 ． そ の他
1. 12月例合はl2月2日（月）午袴3時30分から札幌エルプラザ2階ミーティング

ルー ムで行 う。
2.忘芽会は同日午格5時からさっぼろ地下街居酒屋で行う。相馬会員が担当する。
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11. 1月例会議事録
区 l月21日（火） 10: 10 11 : 40 ふれあい交流館レクチャ ー ルー ム

出席者5名：宇尾（正）、宇尾（由）、尾崎、澤向、相馬
オプザ ー バー ：な し （あいうえお順、敬称略）

2020年、最初の例会 、 冒頭、尾崎代表から体調に留意 して、 お互いに楽 しみながら活
動に取り組みましょうと挨拶があった。

］．報告事項
1.2019年度は「のぽぽの森」を横断する東1号作業道からの倒木運搬は行われないと

の報告が尾崎代表からあった。
2. 「きたネット」事務局か ら本クラプにアンケー ト協力の依頼があったとの報告が尾

崎代表からあった。各自が返信することにした。rr. 協識内容
1. 12月エコアップだより修正 なし
2. 2019年度野幌森クラプ総会 、 3 月例会、 活動報告、 公開セ ミナーの 日程

尾崎代表から提示された3月15日（日）のプログラム（案）に基づいて協議した。
①会員の集合時刻は12030、総会は12045から、終了後、引き続き3月例会を行う。
② 総会の承認 、審議、報告事項は昨年度と同様であり、また進行担当者 も同一 とする，
® 活動報告と公開セミナ ー の受付は 14 , 15 から行 う。報告は澤向が 14 030 から、

セミナ ー は 15 000 から酪農学園大学佐藤喜和教授に話題提供していただ く。
④ 受付、進行 、 写真撮影等の担当者は前年 と同じとする。
3. 2019年度会計決算報告

宇尾（由）会計担当から本年度の決算（案）および次年度予算（案）が提示された。
① 会計決算報告（案）は了承された，
② 2020年度予算（案）支出項目のうち、活動報告書作成と通信費は増額 、 講演謝礼金

は5,000円（交通費）とすることで了承された。
③ 2020年度は森と緑の会に補助金申請を行わない。
④ 本年度の会計監査は2月例会終了後に行う。
m. 第 3 回 2019 年度活動報告書編集委員会 10:50 11:20

広報担当澤向が再提示した案の内容を協華した。
① 目次の2019年度活動報告会・公開セミナ ー は市民との交流イベン トに移動する。
② 忘年会は6)とする。
③ 2019年3月のエコアップだよりを追加する。
④ 今回、指摘されたいくつかの追加·修正箇所を澤向が再度整理する。
1V．その他
1) 2019年度野幌森林再生活動連絡会には澤向 、 相馬が出席する ( 2 / 14)。
2)令和元年森づくり活動報告会には相馬会員が参加する(2/26)。
3) )1月例会および第4回報告書編集委員合は2月24日（月 l 午 前 1.1!時 00分 か

らふれあい右流．館ヒ 2 免 t  在←ゴ企で行います。 ご出席願います。
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m. 添付資料
1.野幌森クラブ会則
（名 称）第1条名称を、野幌森クラプとする。
（目 的）第2条 野幌森林公園の生態系と森を利用する人との持続的調和を目指し、

両者の係り合いについて考えていくとともに 、 在来種の維持及び強
化の活動を行うことを目的とする。

（活動）第3条 前条の目的を達成するために 、 会員による次の活動を必要に応 じて
行う。

(1)生き物のための環境作り及び森の保全活動
(2)学習活動 、 謂演会等による啓蒙活動
(3)広報活動
(4)生態観察・調査等の活動
(5)その他の活動

なお、本活動は不特定多数の非会員の参加を募るイベントとして行う場合もある。
（会 員）第4条会員は目的に贅同し、入会する人とし、年度末にその確認を行う。
（世話人）第5条 会の運営に必要な次の世話人を置く。

(1)代表（会の統括と外部への代表など） 1名
(2)広報（報告書・エコアップ便りの作成、外部への啓蒙活動など）

1名
(3)庶務（会内外への連絡、資産管理など） 1名
(4)会計（予算・決算 、 現金出納管理など） 1名
(5)会計監査（金銭収支監査など） 2名
(6)特命（イペント、特定活動の担当など 、 必要に応 じて）若干名

2 世話人は総会出席者の過半数の賛同を得て総会にて選出、承認を得る。
3 世話人の任期は2年とし、再選は妨げない。
4 世話人の欠員の補充は必要に応じ世話人の総意によりその都度行う。

（機関）第6条 このクラプの機関として 、 総会、 例会を置く。
2 総会は、このクラプの最高機関とし 、 全会員を持って構成する。

3 総会は毎年3月に開催し 、 活動方針の確定、既年度活動結果 ・次年度活動
計画、予算・決算の承認 、 管理資産の碓認 を行 う。

4 総会の議決は出席者の過半数の賛同を得て行う。
5 例会は 、 世話人、会員を持って構成 し、 活動内容の具体化や会員間の情報

交換、勉強会などの場として ｀ 代表世話人の呼びかけで開催する。
6 例会には 、 必要に応 じ会員外のオプザー パーの参加を認 める。

（会 計） 第7条 このクラプは会費、募金、助成金、その他をもって運営する。
2 会費は年1000円とし、個人、家族、団体の別は設けない。
3 会員毎に異なるサ ー ビスの経費はその実費を必要に応 じて徴収する。
4 会計年度は毎年3月の総会前日に始まり 、 翌年の総会前々日に終わる。

（附則） 第8条 この会•りの改廃は、総会出席者の3分の2の賛成を得て決定する。
2 その他、必要な事項は内規で定める。
3 この会則は2012年3月19日より施行する。
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4 . 2020年度活動計画案（表4)

4 月 下 旬

5 月 上 旬

日
6 月 下 旬

7 月 中 旬

8 月 上 旬

，月 中 旬

1 0 月 上 旬

日

1 1 月 上 旬

1 2 月 中 旬

1 月 中 旬

2 月 中 旬

3 月 日

表4. 2020年度活動計画案

. .  

    
各種活動

4月例会
「のぽぽの森」の生育調査

5月例会
「のぽぽの森」樹種・樹高測定

森一 周 10k m （一 般公募）
6月例会
「のぽぽの森j下草刈り

7月例会
「/J)ぽぽの森J 除伐 ・枝払い

8月例会
fのぽぽの森J下草刈り

9月例会
r(J)ぽぽの森」の樹種 ・樹高測定

10月例会
rのぽぽの森J 樹種 ・樹高測定

森一 周 10k m （一 般公募）
クリの実拾い
11月例会
プラザ展示作業
第1回報告用編集会議
12月例会
第2回報告用編集会議
忘年会
1月例会

第3回報告用編集会議
2月例会
第4回報告用編集会
総会・3月例会
話動輯告と公開セミナー（一般公募）

1．末確定の作業日は会員の参加状況と現地状況を勘案し、直近の例会で決定する。但し、
作業開始時刻は9 :00を原則とする。

2.「のぽぽの森」の活動は例会に行うことを原則とする。
3.「のぽぽの森」の活動は新規協定内容(2018年3月締結）に基づき2023年3月まで実

施する。
特記事項

常に、会員は本クラプの広宣活動および加入促進活動を積極的に行う。
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